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１．「教師の教え」と「知識のつながり」の 
　　再確認
　本稿は、新学習指導要領の求める、国語科におけ
る語彙指導の改善の一方策について論じるものであ
る。語彙指導の一場面として、小学校の説明的文章
の学習を想定した。学習指導の対象とした教材は、
「ウミガメの命をつなぐ」（教育出版・4 年下）であ
る。
　語彙指導について論じる前に、新学習指導要領に
おいて「教師の教え」と「知識のつながり」が、ど
のように位置付けられているかを確認する。
　「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のま
とめ」（平成 28 年 8 月、中央教育審議会教育課程企
画特別部会）の中に、次のような文言がある。
　　「主体的・対話的で深い学び」とは、特定の指
導方法のことでも、学校教育における教員の意図
性を否定することでもない。人間の生涯にわたっ
て続く「学び」という営みの本質を捉えながら、
教員が教えることにしっかりと関わり、子供たち
に求められる資質・能力を育むために必要な学び
の在り方を絶え間なく考え、授業の工夫・改善を
重ねていくことである。（46 頁。傍線部は引用者
による。以下同様。）
　教育行政の文書の中で、「アクティブ・ラーニング」
の語が初めて使われたのは、平成 24 年の中央教育
審議会の答申であった（「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて」）。現行学習指導要領
の求める「言語活動の充実」の流れの中での「アク
ティブ・ラーニング」の語の登場によって、より一
層、子ども主体の学びが促進されるように思われた。
そうした中での前記の「審議のまとめ」の文言は、
子ども主体の学びにおいても、「教師の教え」が必
要であることを改めて気づかせてくれるものであっ
た。そもそもアクティブ・ラーニングの推進者たち
は、教師の教えとしての講義や、アクティブな学び
の前提としての知識の重要性を繰り返し述べている
（松下佳代『ディープ・アクティブラーニング』等）。
　また新学習指導要領に向けた答申には、次のよう
に記されている。
　　様々な資質・能力は、教科等の学習から離れて
単独に育成されるものではなく、関連が深い教科
等の内容事項と関連付けながら育まれるものであ
ることや、資質・能力の育成には知識の質や量が
重要であり、教科等の学習内容が資質・能力の育
成を支えていることが明らかになってきている
群馬大学教育学部紀要　人文・社会科学編　第 67 巻　35―46 頁　2018 35
（「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支
援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等
について（答申）」（平成 28 年 12 月、中央教育審
議会、46 頁）。
　上記の文言では、新学習指導要領が標榜する「資
質・能力」の育成における、関連が深い教科等の内
容を関連付けることと、知識の質と量を向上させる
ことの必要性が述べられている。その両者は相補的
な関係にあると考えている。つまり、教科等の内容
を関連付けることが、知識の質と量を向上させるこ
とにつながるということである。また教師による知
識の教えはもちろん重要だが、しかしそれは、新規
の知識を多量に詰め込むべきということではない。
教科等の学習、さらには日常生活における無為の学
びにつながりを持たせることで、知識の質と量を向
上させることができると考えている。次節でそのこ
とについて述べる。
　ただそもそもこれまで、教師による知識の教えが
あまりにも軽視されすぎてきた。インターネットを
検索して出てくるのは、「知識」ではなく「情報」
である。大量で雑多な「情報」ではなく、子どもた
ちの人生の血肉となる「知識」を、教師自身の言葉
として授ける。そうした旧来の教育活動の価値は、
失われるどころか、むしろ高まっていると言えるだ
ろう。
２．［知識及び技能］のつながり
　新学習指導要領では、育成を目指す資質・能力の
一つとして、生きて働く［知識・技能］の習得が位
置付けられている。新しい『小学校学習指導要領解
説総則編』には次のようにある。
　　知識の理解の質を高めることが今回の改訂にお
いては重視されており、各教科等の指導に当たっ
ては、学習に必要となる個別の知識については、
教師が児童の学びへの興味を高めつつしっかりと
教授するとともに、深い理解を伴う知識の習得に
つなげていくため、児童がもつ知識を活用して思
考することにより、知識を相互に関連付けてより
深く理解したり、知識を他の学習や生活の場面で
活用できるようにしたりするための学習が必要と
なる。（37 頁）
　引用部分の前半で、前節で述べた「教師の教え」
の必要性がここにも示されている。その上で、知識
を相互に関連付けることと、知識を他の学習や生活
の場面で活用することの必要性が述べられている。
　小学校において、国語科を軸として知識を相互に
関連させていくために、以下の 3 つの視点で考える
必要がある。
　・国語科内の知識のつながり
　・他教科との知識のつながり
　・日常生活との知識のつながり
　これらのつながりが、これまで十分になされてい
るとは言えない。以下に、知識をつなげる上での今
後の課題について述べる。
2.1　「国語科内の知識のつながり」の課題
　次期学習指導要領国語科の［知識及び技能］の指
導項目は、以下のように構成されている。
　・言葉の特徴や使い方に関する事項（言葉の働
き・漢字・語彙・音読、朗読など）
　・情報の扱い方に関する事項
　・我が国の言語文化に関する事項（伝統的な言語
文化・言葉の由来や変化・書写・読書）
　まず、そもそもこれらの知識の具体的な中身が明
らかではないという課題がある。例えば小学校第 3
学年及び第 4 学年の語彙に関する指導では、「様子
や行動、気持ちや性格を表す語句」を扱うこととさ
れている。しかし、様子や行動などを表す具体的な
語句は示されていない。［知識及び技能］の具体的
な指導項目の選定は、国語科教育研究の喫緊の課題
である。
　次に、［知識及び技能］の指導事項が単一に選定
され、その事項のみが学習指導の対象とされている
という課題がある。学習指導計画を立案する際、教
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師は学習指導要領の項目の中から一項目を選び、そ
れを学習指導の目標や評価と照応させる。軸となる
指導項目を定めることは当然のことである。しかし
単一の指導項目に固執することなく、複数の指導項
目の内容につながりを持たせることで、学びは深
まっていくはずである。
　これは従来の、新学習指導要領では［思考力、判
断力、表現力等］に収められた、「話すこと・聞く
こと」「書くこと」「読むこと」の指導においても同
様である。授業検討会などで、参観者がある一時間
の授業の内容について、「話すこと・聞くこと」「書
くこと」「読むこと」のどれに当たるか不明瞭だと
指摘する場面にしばしば出会う。しかし言葉の表現
力は本来、様々な言語能力の往還によって育成され
ていくものである。単元全体において一つの言語能
力の育成を主眼に置くことは当然である。しかし
個々の授業の中では、子どもたちが様々な言語の能
力を駆使しているのであり、総体としての言語能力
をとらえてあげるべきである。これまで独立してい
た言語能力が、［思考力、判断力、表現力等］とい
う一つの枠組みに収められたことで、そうしたこと
が改善されていくとよいと考えている。
　本稿後半では語彙指導に関連して、小学校中学年
の説明的文章を取り上げる。その際、以下の［知識
及び技能］の項目をつなげた指導を立案する。
　・主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、
指示する語句と接続する語句の役割、段落の役
割について理解すること。（言葉の使い方や特
徴に関する事項・カ）
　・考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な
ど情報と情報との関係について理解すること。
（情報の扱い方に関する事項・ア）
　・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使うとともに、言葉には性
質や役割による語句のまとまりがあることを理
解し、語彙を豊かにすること。（言葉の使い方
や特徴に関する事項・オ）
2.2　「他教科との知識のつながり」の課題
　二つ目の課題は、他教科との知識のつながりであ
る。そこにはさらに二つの観点がある。
　一つは、国語の学びをいかに他教科等の学びに生
かすかである。［知識及び技能］の中で言えば、国
語科における主語と述語の関係の学びや、理由と事
例を区別して読み取る力などが、他教科の学びのど
の指導事項、どの学習場面で有効なのかを明らかに
していく必要がある。国語科での言葉の学びを他教
科に生かす。その内容を具体的にしていかなければ
ならない。語彙についても同様である。国語科の語
彙の確かな学びが、他教科の学習の基盤であること
は言うまでもない。しかしどの語を、いつ学ぶこと
が、他教科の学習に必要なのかを明らかにしなけれ
ばならない。加えて、他教科の専門用語に付随する
難解語なども、国語科で教えるべき語彙であると考
えている。
　もう一つは逆に、他教科等の学びをいかに国語の
学びに生かすかである。例えば説明文の内容、自然
科学や社会科学の内容を、学習者は国語科以外の教
科で学ぶ。その学びがもっと国語科の中で生かされ
てよい。説明的文章への関心意欲や、説明的文章の
内容へのさらなる探究につながるはずである。また、
特別活動や総合的な学習の時間における自然体験や
社会活動体験なども、国語科における説明的文章の
理解につなげることができるだろう。
　こうした双方向のつながりが学びを深めていくこ
とが重要であると考えている。
2.3　「日常生活との知識のつながり」の課題
　三つ目の課題は、日常生活とのつながりである。
　［知識及び技能］に関する小学校国語科の目標は
以下のように定められている。
　　日常生活に必要な国語について、その特質を理
解し適切に使うことができるようにする。
　この目標について、『小学校学習指導要領解説国
語編』には次のようにある。
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　　具体的には、内容の〔知識及び技能〕に示され
ている言葉の特徴や使い方、話や文章に含まれて
いる情報の扱い方、我が国の言語文化に関する
「知識及び技能」のことである。こうした「知識
及び技能」を、日常生活における様々な場面で、
主体的に活用できる、生きて働く「知識及び技能」
として習得することが重要となる。（12 頁）
　従来小学校国語科は、児童の日常生活に資するこ
とを目的としてきている。今回は、「日常生活に必
要な国語」の学習指導を行うことが、国語科全体の
目標に明記された。またそのことが、［知識及び技能］
としても位置付けられた。これまでは言語の能力、
新学習指導要領で言えば［思考力、判断力、表現力
等］、の育成において日常生活に資することが求め
られてきた。これからは合わせて、［知識及び技能］
としても、日常生活に生きて働く力につなげていく
必要がある。
　例えば今回新たに、「音読、朗読」が［知識及び
技能］の一項目となった。これまでの国語科の「音
読、朗読」指導では、教材文を適切に読むことを児
童に求めてきた。これからはそれにとどまらず、日
常生活において、様々な文章を声に出して読む力に
つなげていかなければならない。本稿で主に取り上
げる語彙についても同様である。2.1で述べたように、
指導すべき具体的な語彙を明らかにするとともに、
その語彙の日常における必要性を明らかにしていか
なければならない。
３．語彙指導の課題
　［知識及び技能］のつながりの課題を踏まえ、次に、
語彙指導の課題について整理する。
　「語彙指導の改善・充実」は、国語科の学習内容
の改善・充実事項の第一番目に挙げられている。語
彙を豊かにすることについて、『小学校学習指導要
領解説国語編』に次のようにある。
　　中央教育審議会答申において、「小学校低学年
の学力差の大きな背景に語彙の量と質の違いがあ
る」と指摘されているように、語彙は、全ての教
科等における資質・能力の育成や学習の基盤とな
る言語能力の重要な要素である。このため、語彙
を豊かにする指導の改善・充実を図っている。（18
頁）
　まず国語科における語彙指導は、「全ての教科等
における資質・能力の育成」の重要な要素であると
記されている。前節 2.2 で述べたことに沿って言え
ば、「他教科との知識のつながり」のある語彙指導
が求められているということになる。
　また語彙は、「言語能力」の重要な要素であると
記されている。言語能力、つまり［思考力、判断力、
表現力等］とのつながりについて言及している。こ
れは前節 2.1 の、「国語科内の知識のつながり」を
指していると考えられる。
　また『小学校学習指導要領解説国語編』には続け
て次のようにある。
　　語句の量を増すことに関しては、第 1 学年及び
第 2 学年では、身近なことを表す語句の量を増し、
第 3 学年及び第 4 学年では、様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量を増し、第 5 学年及び第 6
学年では、思考に関わる語句の量を増しとするな
ど、各学年において、指導する語句のまとまりを
示している。これらは、あくまでも指導の重点と
する語句の目安を示したものであり、これ以外の
語句の指導を妨げるものではない。重点として示
された語句のまとまりを中心としながら、学習の
中で必要となる多様な語句を取り上げることが重
要である。また、学習の中で語句を使うことを通
じて、日常生活の中でも使いこなせる語句を増や
し、確実に習得していくことが重要である。（18-19
頁）
　引用前半部では、小学校各学年で指導すべき語彙
のカテゴリーが示されている。これについても 2.1
ですでに述べたように、カテゴリーの中身となる具
体的な語彙の選定が今後の課題である。
　また引用後半部では、「学習の中で」でという言
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葉が用いられている。国語科の「学習の中で」とし
て、二つの場面が想定できる。一つは、いわゆる取
り立て指導としての語彙学習の場面、もう一つは、
話すこと・聞くこと、書くこと、読むことの学習の
場面である。
　語彙指導の改善・充実は、語彙のみを指導する場
面を拡充するということではないだろう。もちろん
従来の語彙指導の内容を充実させていく必要はある。
しかし同時に、［思考力、判断力、表現力等］の学
習の場面における語彙指導を充実させていくことも
必要である。本稿では特に、その中の読むこと、説
明的文章の学習における語彙指導、について考究す
る。
　さらに引用後半部には、日常生活とのつながりに
ついて記されている。2.3 で述べた通りである。児
童が日常生活で出合う語彙を明らかにし、その中か
ら学校での学びが必要となる語彙を選んでいく必要
がある。
　［知識及び技能］全体を踏まえた語彙指導の課題
をまとめると、以下の通りになる。次節において、
説明的文章をもとに、これらの課題解決の糸口を模
索していく。
　①話すこと・聞くこと、書くこと、読むことの学
習に必要な語彙指導
　②各学年で指導すべきとされる語彙のカテゴリー
に収める具体的な語彙の選定
　③他教科等の学習とつながりのある語彙指導
　④日常生活とつながりのある語彙指導
４．説明的文章における語彙指導の課題 
　　　―「フレームリーディング」を例に
　本節では、説明的文章を読むことの指導と語彙指
導との関係について述べる。
　説明的文章の読解指導において、これまでも「語
彙」は重要な役割を果たしてきている。例えば「題
名読み」は、「題名」という語彙に着目した読みで
あると言える。また「キーワード」という語彙をも
とに、筆者の主張を読み取らせるという指導は、こ
れまで広く一般に行われてきている。
　ここでは近年注目されている「フレームリーディ
ング」という手法の中で、「語彙」がどのように扱
われているのかを見ていきたい。
　「フレームリーディング」は、筑波大学附属小学
校勤務の青木伸生氏の提唱する「文章を丸ごと読む
ための方法」（3 頁）である（青木 2013）。青木氏は、
フレームリーディングによってつけるべき言葉の力
は、文章構成をとらえる力であり、文章の主題、要
旨を把握する力であると述べている。
　また「フレームリーディング」では、「教師の発
問こそが重要である」（23 頁）としている。その発
問の切り口として、「数える」を挙げている。例と
して「生き物は円柱形」（光村図書出版 5 年）とい
う説明的文章で、「円柱形」という言葉が何回出て
くるかという発問をしている。「本文中にくり返し
登場する『円柱形』という言葉をもとに、文章のフ
レームとしての段落の構成をとらえ、筆者の主張を
『要旨』としてとらえる」（23 頁）としている。
　またさらに青木氏は、発達段階に応じた「フレー
ムリーディング」について言及している。具体的に
は、低学年では、「言葉を丁寧におさえ、一つひと
つの言葉がどのような意味なのか」（34 頁）などを
実感させることが必要であり、「置き換える」とい
う活動が有効な手立てであるとしている。「置き換
える」活動とは、「動作化やイラスト化、別の言葉
への言い換え」（47 頁）であるとしている。また低
学年の説明的文章では、「問い―答え」の展開をと
らえさせること、中学年では「問い―答え」をつな
ぐ内容として「本論」をとらえること、高学年では、
筆者の主張や文章全体の要旨をとらえさせることが
必要だと述べている。
　以上の「フレームリーディング」の説明の中には、
次のような語彙が用いられている。
　（ア）「構成」「主題」「要旨」「本論」
　（イ）「数える」「置き換える」
　（ウ）「円柱形」
　以下、「フレームリーディング」内のこれらの語
彙をもとに、説明的文章における語彙指導の課題に
ついて考察する。考察するのは「フレームリーディ
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ング」についてではない。説明的文章の指導の際に
行いたい語彙の指導についてである。
（ア）「構成」「主題」「要旨」「本論」
　（ア）の語彙は、これまでも国語科読解指導にお
いて用いられてきたものである。こうした語彙は、
国語科の学習用語と位置付けられ、他方面で研究が
進められている（東京学芸大学国語教育学会 2013
等）。「フレームリーディング」の手法においても、
これらの語彙は重要な役割を果たしている。
　（ア）の語彙の、新『小学校学習指導要領』国語
における出現数は以下の通りである。
　・「構成」…12　・「主題」…0
　・「要旨」…1　 ・「本論」…0
　これらの語彙は、「フレームリーディング」に限
らず、国語科の学習指導で広く使われている。しか
し学習指導要領で頻出するのは「構成」のみである。
国語科の学びと、その学びのための語彙が、現在も
適切に結びついているとは言えない。
　また新『小学校学習指導要領』の他教科の記述に
おける、これらの語彙の出現数は以下の通りである。
　・「構成」…2（社会）、40（算数）、2（音楽）、2（図
工）、1（家庭）
　・「主題」…1（図工）
　・「要旨」、「本論」…0
　「構成」の語が、多くの教科で用いられているこ
とが分かる。「構成」とは、「いくつかの要素を組み
立てて全体を成り立たせること」（『広辞苑』）である。
国語科では文章の構成、社会科では国土の構成、算
数科では数や形の構成を学ぶこととされている。概
念として「構成」の語を理解するには、こうした様々
な教科における「構成」の使用例に目を向けるのが
よい。しかしそのように「構成」の語を学ぶ機会は
ない。
　また国語科で「主題」「要旨」「本論」を学ぶこと
が、他教科の学びにどのように貢献しているのかも
明らかとは言えない。
（イ）「数える」「置き換える」
　「数える」は平易な語彙であり、小学校低学年の
発問にそのまま用いられている。一方で「置き換え
る」は、動作化やイラスト化などを総称する語彙と
して、青木氏の「フレームリーディング」の説明の
中では用いられているが、児童への発問には直接用
いられていない。
　例として挙げられていた説明的文章「生き物は円
柱形」は、小学校第 5 学年の教材である。一方で小
学校第 5 学年では、「思考に関わる語句の量」を増
やすことが求められている。
　新学習指導要領に示された語彙のカテゴリーに沿
えば、「数える」は身近な語（第 1・2 学年）であり、
行動を表す語（第 3・4 学年）でもある。また「置
き換える」は、行動を表す語でもあるが、概念とし
ては思考を表す語（第 5・6 学年）であるとも言える。
　新学習指導要領が提示した語彙のカテゴリーと、
説明的文章の指導において用いられる語彙が関連付
けられているとは言えないだろう。
（ウ）「円柱形」
　算数で「円柱」について学ぶのは小学校第 5 学年
である（「基本的な角柱や円柱について知ること」
新『学習指導要領』67 頁）。
　青木氏が引用した「生き物は円柱形」という説明
的文章も、小学校第 5 学年で学ぶ教材である。説明
的文章の、内容面での他教科とのこのようなつなが
りはもっとあってよい。そして説明的文章の内容理
解の補助として、国語科の授業の中で、他教科の教
科書を使う場面があってよいと考えている。
　説明的文章「生き物は円柱形」は、「円柱形」と
いう生き物の共通性を主題としている。ただもう一
つの主題は、「生物の多様性」である。理科で「多様」
の語を用いてそのことを深く学習するのは、中学校
に入ってからになる（「生物の種類の多様性と進化」、
新『中学校学習指導要領』77 頁）。小学校理科では
「多様」の語を用いずに、様々な生き物がいること
を学ぶ（「生物は、色、形、大きさなど、姿に違い
があること」、新『小学校学習指導要領』79 頁）。
語彙指導の観点で言えば、国語科で「多様」の語を
学習させる上で、他教科の「多様」に関わる内容と
いかにつながりを持たせるかが課題であると言え
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る。
　以上の説明的文章の指導における語彙の考察を、
前節までに整理した［知識・技能］の課題とまとめ
ると、以下のようなことが言える。
　①国語科の読むことの指導に、学習用語としての
語彙が用いられている。しかしそれらの語彙が、
学習指導要領において定置されているとは言え
ない。
　②学年や発達段階に応じた国語科の学習用語とし
ての語彙の研究は進められている。しかしそう
した学習用語と、新しい学習指導要領に記され
た語彙のカテゴリーとの関連はない。
　③他教科の学習内容を表す語彙と関連が見られる
説明的文章は存在する。しかし他教科の学習内
容を表す語彙と、説明的文章の語彙との関連は
断片的である。
　④説明的文章における語彙指導において、日常生
活とのつながりが意識されているかどうかは確
認できない。
　繰り返すが、ここで述べているのは説明的文章の
指導の課題ではない。「フレームリーディング」を
例としたのは、説明的文章の指導の手法として、大
変有効であると感じているからである。
　課題としているのは、大変有効と感じられる説明
的文章の読解の手法においても、指導すべき語彙は
必ずしも整理されていないという点である。新しい
学習指導要領は語彙指導の改善・充実を求めている。
その実現のためには、語彙の取り立て指導だけでは
なく、［思考力、判断力、表現力等］の様々な場面
における語彙指導を改善・充実していく必要がある
と考えている。
　次節では①～④に挙げた課題の中で、特に②で触
れた新学習指導要領の語彙カテゴリーとの関連につ
いて、一つの説明的文章の教材を用いて、改善策の
提案を試みる。
５．説明的文章における語彙指導 
　　　―教材「ウミガメの命をつなぐ」（教 
　　　　育出版・4年下）を例に
　本節では、説明的文章「ウミガメの命をつなぐ」
をもとにした語彙指導の提案を行う。
　「ウミガメの命をつなぐ」は小学校第 4 学年の教
科書に掲載されている説明的文章である。水族館の
取り組みによって、ウミガメの生態が明らかになる
様子が述べられている。水族館の研究の進捗が、時
間の流れ通りではなく、時を行き来しながら記され
る。またウミガメの行動範囲が国内外に大きい。文
章内で地理的、時間的な移動が大きく、読解は平易
ではない。「フレームリーディング」のような手法で、
文章全体や段落相互の関係を俯瞰的にとらえて読む
必要がある。この説明的文章の読解を通して学ぶこ
とのできる語彙について考察していく。
5.1　学習指導項目
　まず本教材の学習指導の項目を、新学習指導要領
に沿って整理する。
　［知識及び技能］の指導の項目については、2.1 で
列挙した通りである。指導の中心となるのは「考え
とそれを支える理由や事例、全体と中心など情報と
情報との関係について理解すること」（情報の扱い
方に関する事項・ア）である。時間、場所、出来事
などの情報を整理して、文章全体を理解する力を身
に付けさせたい。
　そうした説明的文章の読解のための［知識及び技
能］に合わせ、「指示する語句と接続する語句の役割」
（言葉の使い方や特徴に関する事項・カ）や「様子
や行動、気持ちや性格を表す語句」（前同・オ）の
指導も行いたい。特に説明的文章の中で用いられて
いる、具体的な「様子や行動、気持ちや性格を表す
語句」への理解を深め、児童自身の日常語彙へとつ
なげることができればと考える。
　［思考力、判断力、表現力等］としては、「目的を
意識して、中心となる語や文を見付けて要約するこ
と」（「読むこと」・ウ）が指導項目になる。また、「文
章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えを
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持つこと」（「読むこと」・オ）にもつなげたい。語
彙を通じて他教科とのつながりに関心を持たせ、自
分なりの考えをもたせられるとよい。
5.2　語彙指導項目
　次に本教材で指導したい語彙を整理する。
　まず国語科の学習用語として、以下のものが挙げ
られる。
　［国語科学習用語］
　　段落　構成　要約　全体　中心
　これらは説明的文章読解のための［知識及び技能］
であり、国語科で学ぶべき語彙でもある。
　また次のような語彙も、この説明的文章で学ぶ重
要な語彙である。
　［指示する語句と接続する語句］
　　この　その　また　しかし　では
　こうした語彙の指導の課題について、すでに 3.
や 4. で述べてきた。国語科の学習指導要領の中に
定置していくことや、学年段階別の語彙の整備など
が必要である。
　上記の中では、「要約」が、学習指導要領の中で
第 3・4 学年に明確に位置付けられている。しかし
実際の現場では、高学年でも、あるいは中学・高等
学校でも「要約」の指導が行われている。児童生徒
の実際の必要に応じて、他の学年で「要約」を行う
ことに何ら問題はない。ただ多くの場合、第 3・4
学年の「要約」の指導の内容を踏まえぬまま、他の
学年で「要約」の指導が行われている。「指示する
語句や接続する語句」についても同様である。同じ
学習指導が学年を越えて繰り返されている。本研究
ではこれ以上考察を深めることはないが、こうした
状況を変えていくために、系統立てられた国語科の
学習用語の確立が不可欠である。
　本教材で特に取り上げたいのは、次のような［様
子や行動、気持ちや性格を表す語句］の語彙、特に
様子や行動を表す語彙である。
　［様子や行動、気持ちや性格を表す語句］
　　つなぐ　絶滅　開発　保護　放流　人工
　本教材の題名は「ウミガメの命をつなぐ」である。
「つなぐ」とはここでは「絶えないようにする。長
く続かせる。」（『小学新国語辞典』光村教育図書）
ことである。児童の日常語句である「手をつなぐ」
の「つなぐ」は、離れている手と手を合わせること
であり、題名の「つなぐ」とは意味合いが異なる。
　児童は題名から、「つなぐ」の語の新たな意味と
用法を学ぶことができる。さらにこの「つなぐ」を
起点として様子や行動を表す語彙を、まさにつない
でいくことで、説明的文章の段落構成や全体の内容
を理解することができる。
　以下に、教材文の、様子や行動を表す語彙のつな
がりについて述べる。
（ア）「つなぐ」⇔「絶滅」「開発」
　教材本文中（第 3 段落）に、「今、世界にいるウ
ミガメは、全て、『ぜつめつのおそれのある動物』
に指定されています」とある。そして「ぜつめつ」
の語が教科書の脚注欄にあり、「ほろんで、たえる
こと」との語釈が付けられている。
　「絶滅」の語は、本文題名の「つなぐ」と対比の
関係にある。「ぜつめつのおそれ」があるから「つ
なぐ」のである。また「おそれ」とは、「悪いこと
が起こるのではないかという心配」（『小学新国語辞
典』）であるが、逆に言えば、その悪いことはまだ
起きてはいないことを表す語でもある。だから題名
の「つなぐ」は、離れた者同士をつなぎ合わせるこ
とではなく、途切れないようにすることであると説
明できる。
　「開発」の語も、ここでは「つなぐ」と対比の関
係にある。「たまごを産むすなはまが開発によって
うめたてられたりして、数がへってきた」ことが、「ウ
ミガメの命をつなぐ」ための研究につながっている。
しかし国語辞書には、「開発」の語は肯定的な意味
合いでのみ記されている（「山や森林などの土地に
手を加えて、役立つようにすること」『小学新国語
辞典』）。辞書にはない「開発」の語が含む意味を、
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こうした説明的文章の学習から児童は学ぶことがで
きる。
　またこうした「絶滅」や「開発」の語が用いられ
ている段落（第 3 段落）は、「つなぐ」という筆者
の主張とは対比の関係にある段落であるということ
が、語の理解から分かる。語の理解を段落相互の理
解につなげることができる。
（イ）「つなぐ」≒「保護」「人工」「放流」
　筆者の主張と対比の関係にある第 3 段落の後、第
4 段落は次の一文で構成されている。「そこで、二
十世紀半ばごろから、ウミガメをほごしようと、さ
まざまな研究が世界中でさかんになりました」。
　「そこで」は、（ア）で引用した「たまごを産むす
なはまが開発によってうめたてられたりして、数が
へってきた」ことを受けている。国語辞書で「そこ
で」を調べても、「それで、そういうわけで」（『小
学新国語辞典』）といった置き換えられる語がある
のみで理解は進まない。「絶滅」「開発」から「保護」
へ。その流れを作る語が、「そこで」である。こう
した説明的文章の中でこそ、語の意味や用例を確か
に理解させることができる。
　また「保護」とは、「害を受けないようにかばい
守ること」（『小学国語辞典』）である。人間がウミ
ガメを守ることが「保護」である。「つなぐ」と同
様で、人間がウミガメの命を絶えないようにするこ
とを指す。「人工」も「放流」も同様に、人間による、
ウミガメに対する営みを指す語である。
　本教材は、人間の、水族館の取り組みについて述
べた文章である。「ウミガメ」の生態に対する人間
の営みについて書かれた文章であるということを、
語彙の理解から正しくとらえさせることができる。
　このように、説明的文章の読解において語彙を取
り扱うことで、児童に、辞書を引くだけでは分から
ない語の意味・用法を学ばせることができる。また
それとともに、語の理解によって、説明的文章の構
成や内容の理解を深めさせることができるのであ
る。
　次項では、こうした語彙のつながりを踏まえた学
習指導の素案を提示する。
5.3　学習指導案（注１）
第 4 学年　国語科学習指導（案）
　（1）教材名『ウミガメの命をつなぐ』（小 4）
　（2）指導目標
　・説明的文章の内容及び構成の把握のために必要
な、「中心となる語彙」を収集させる。
　・「中心となる語彙」を整理し、要約文や意見文
を書かせる。
　（3）指導計画（全 5 時間 , 本時第 2 時）
第 1 時 音読、概要把握
第 2 時（本時） 内容の中心となる語彙の収集
第 3 時 構成の中心となる語彙の収集
第 4 時 要約文の作成
第 5 時 意見文の作成
　（4）本時の指導事項
　内容の中心となる語彙の収集と理解…つなぐ、運
ぶ、絶滅、保護、産む、放流、人工、成長
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　（5）本時の授業展開（第 2 時）
分 学習内容 学習活動 指導上の留意点
3 1 ．題名の読解
　「つなぐ」「命をつな
ぐ」
1 ．題名の読解
・「つなぐ」と板書。「つなぐ」とは「離れ
ないようにする。絶えないようにする。」
という意味だ。
・「命をつなぐ」とはどういう意味か。
→命が絶えないようにするということだ。
・「ウミガメの命をつなぐ」とはどういう
ことか。
→（生き物、種としての）ウミガメの命が
絶えないようにするといことだ。
・では（ウミガメの）「命をつなぐ」につ
ながる言葉を拾っていこう。
　
　「つなぐ」の意味を辞書で
確認させる。
　題名の意味を理解させる。
題名には筆者の主張があると
伝える。
8 2 ．第 1～2 段落の読解 2 ．第 1～2 段落の読解
・「運ぶ」と「つなぐ」はつながるか。
→つながるかつながらない、ここでは判断
を留保する。要約文作成の際に改めて取
り上げる。
　
　「つなぐ」を起点に横軸に
板書を始める。
　「運ぶ」は留保として脇に
書く。
13 3. 第 3 段落の読解 3 ．第 3 段落の読解
・「絶滅」と「開発」は「つなぐ」とつな
がるか。
→「絶滅」「開発」は「つなぐ」は反対の言
葉である。つまり第 3 段落は、筆者の主
張とは反対の箇所であり、筆者の主張を
まとめる時には必要のない段落である。
　「絶滅」「開発」と「つなぐ」
が対義であることが分かるよ
うに板書する。
18 4 ．第 4 段落の読解 4 ．第 4 段落の読解
・「保護（する）」と「つなぐ」はつながる
か。
→「保護（する）」と「つなぐ」はつながっ
ている。
　つまり第 4 段落は、筆者の主張をまとめ
る時に必要な段落である。
　
　「保護（する）」と「つなぐ」
が同義であることが分かるよ
うに板書する。
23 5 ．第 5 段落の読解 5 ．第 5 段落の読解
・「卵を産む」と「つなぐ」はつながるか。
→「卵を産む」と「つなぐ」はつながって
いる。
　つまり第 5 段落は、筆者の主張をまとめ
る時に必要な段落である。
　
　「卵を産む」と「つなぐ」
が同義であることが分かるよ
うに板書する。
28 6 ．第 6～9 段落の読解 6 ．第 6～9 段落の読解
・卵を産ませるのは誰か。
→人間。人間の行為を「人工」と言う。第
6～9 段落は、人口で卵を産ませる方法
の説明である。
　
　「卵を産ませる」「人工」を
脇に書く。
33 7 ．第 10～15 段落の読解 7 ．第 10～15 段落の読解
・「放流」と「つなぐ」はつながるか。
→「放流」と「つなぐ」はつながっている。
つまり第 10 段落は、筆者の主張をまと
める時に必要な段落である。第 11～15
段落は第 10 段落の説明である。
　
　「放流」と「つなぐ」が同
義であることが分かるように
板書する。
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38 8 ．第 16～17 段落の読解 8 ．第 16～17 段落の読解
・「成長」と「つなぐ」はつながるか。
→「成長」と「つなぐ」はつながっている。
つまり第 16 段落は、筆者の主張をまと
める時に必要な段落である。第 17 段落
は第 10 段落の説明である。
　
　「成長」と「つなぐ」が同
義であることが分かるように
板書する。
43 9 ．第 18～20 段落の読解 9 ．第 18～20 段落の読解
→これまでの中心となる語彙はあるか。「卵
を産む」「放流」「保護」
45 10．全体の確認 10．本時で挙げた中心となる語彙を整理す
る。
　中心となる語彙が「命をつ
なぐ」とつながっていること
を確認させる。
　（6）本時の評価
知 識 ・ 技 能 ・様子や行動を表す語句の意味を理解し、語と語の関係を把握できる。
思考力、判断力、表現力 ・語彙の理解を通じて、筆者の主張の中心となる部分を把握することができる。
主 体 的 態 度 ・辞書の活用や語の検討を通じて、語彙に対する関心を高めることができる。
６．今後の課題
　最後に今後の課題として、本論であまり触れるこ
とができなかった、説明的文章の指導における語彙
指導と、他教科とのつながりについて、「ウミガメ
の命をつなぐ」を例にして述べる。
　小学校第 4 学年理科では、身近な生き物の季節ご
との活動について学ぶ（「動物の活動は、暖かい季節、
寒い季節などによって違いがあること」、新『小学
校学習指導要領』理科）。ほとんどの地域の児童に
とって、ウミガメは身近な生き物ではないだろう。
加えてウミガメは、国内外をまたいで成長していく。
理科での生き物の学びと比べると、ウミガメを扱っ
た説明的文章は、児童にとってスケールの大きい、
イメージを持ちづらい文章であると思われる。
　また「開発」や「保護」の語が示すように、「ウ
ミガメの命をつなぐ」は環境問題への提言でもある。
理科で環境について学ぶのは小学校第 6 学年である。
理科の学習内容と照らし合わせても、第 4 学年の児
童にとってこの「ウミガメの命をつなぐ」という説
明的文章は、平易ではないということが想像される。
　また別に、小学校第 3 学年社会科では、地域の仕
事について学ぶ（「地域に見られる生産や販売の仕
事について」、新『小学校学習指導要領』社会）。「ウ
ミガメの命をつなぐ」は水族館で働く人々の「仕事」
の話である。第 4 学年で学ぶ説明的文章は、前の学
年で学んだ「仕事」について、さらに発展的に考え
させる機会にもなるだろう。
　国語科としてこの「ウミガメの命をつなぐ」とい
う説明的文章の読解によって身に付けさせたい力は、
文章の構成を読み取る力や要約をする力である。ま
た本文内容と深く関わる「開発」や「保護」などの
語について理解を深めさせ、使用語彙として定着さ
せていきたい。そうした国語の学びに集中するため
にも、また児童が興味関心を持って説明的文章の学
習に取り組むためにも、説明的文章の内容と他教科
の内容のつながりがより深まればよいと考えてい
る。
［注］
１．本学習指導案は、日本言語技術教育学会第 5 回北海道支
部大会にて、口頭発表を行った際に公表した学習指導案を、
大幅に加工したものである。
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